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日本の食品安全情報をタイムリーに日本語とタイ語で解説するニュースレターです。 

=========================================================================================== 
★ 今週のトピックス（日本の厚生労働省からの情報） 
1. 最近の検査命令における追加実施項目                                    (2022 年 12 月上旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

12/1 
ベトナム産 

カエル 

エンロフロキサシン

及びフラゾリドン 
強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001018670.pdf 

エンロフロキサシン：含有してはならない 

フラゾリドン基準値：不検出 

検出限界 0.001 mg/kg – ppm） 

12/7 

ラトビア産 

ピスタチオナッツ

を含む食品 

総アフラトキシン 強化 
https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001021046.pdf 

基準値 10 µg/kg – ppb 

※検査対象条件等詳細につきましては、参照 URL をご確認ください。 
 
2. モニタリング検査の追加(違反による強化または検査命令解除による引下げ：検査頻度 30％) 

                          (2022 年 12 月上旬～中旬) 

通知 
対象食品 

(含加工食品) 
検査項目 区分 備考、参照 URL 

12/6 
インド産 

ブロッコリー 
プロピコナゾール 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001020729.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 

12/12 
タイ産 

ライギョ 
エンロフロキサシン 強化 

https://www.mhlw.go.jp/content/11135200/001022704.pdf 

基準値 0.01 mg/kg – ppm 
 
3. 最近のタイ産品の輸入違反事例                       (2022 年 12 月上旬～中旬) 

日付 品名 不適格内容 基準 検査の種類 

12/5 生鮮ドリアン 
プロシミドン 
0.02 ppm 検出 

0.01ppm 検査命令 

12/5 
冷凍ライギョ（FROZEN SNAKE 

HEAD FISH） 
エンロフロキサシン 

0.02 ppm 検出 
含有しては 
ならない 

モニタリング
検査 

12/15 生鮮コブミカンの葉 
ピリミホスメチル 

4 ppm 検出 
1 ppm 

モニタリング
検査 

 
★ RASFFマンスリーレポート 

EU におけるタイ産品の違反状況                                     (2022 年 12 月上旬～中旬) 
日付 届出国 届出理由 通知タイプ 

12/9 ノルウェー 
Long green beans から基準値を超える残留

農薬の検出 

information notification 

for attention 

12/13 デンマーク 
ホーリーバジルから未承認物質トリアゾホス

の検出（0.5 mg/kg - ppm） 

information notification 

for attention 

12/13 スウェーデン 冷凍チリから農薬の検出 
border rejection 

notification 
 
★ ゲノム編集と CRISPR/Cas9 システムに関する FAQ 更新 
【ドイツ連邦リスクアセスメント研究所（BfR：Bundesinstitut fur Risikobewertung）】 
ゲノム編集とは、細胞の遺伝物質（ゲノム）に標的を定めた改変を可能にする新しい手段の総称です。

特に、CRISPR/Cas9 システムの適用可能性はすでに多くの文献に記載されていますが、ドイツ連邦リス

ク評価研究所(BfR)は、消費者の健康保護のために、これらの開発を体系的に監視しています。この FAQ

では、BfR はゲノム編集、特に CRISPR/Cas9 の手法について最も重要な質問に答えています。 

※詳細は次の URL を御覧下さい。   
https://www.bfr.bund.de/en/faq_on_genome_editing_and_crispr_cas9-199929.html 
 
※次号の OMIC Food Safety Newsletter No.571 の発行は、2023 年 1 月 13 日とさせて頂きます。 
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